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手法を提案している。 6 種類の形状特徴量 (SRI パラメータ)を用いて形状の類似度と対応の確かさを評価し，対応の
確かさが高いものから順番に対応を決定する。実際の石のステレオ画像に本手法を適用し，各形状パラメータの対応
付けに対する寄与度について評価している。
第 3 の主張は，関係グラブを用いた多段階のステレオ対応付け手法である。初期対応付けとして暗部領域の形状に
基づく対応付けを実行し，未対応の暗部領域に対して，最近傍にある 4 個の対応決定済みの暗部領域との重心間距離，
方位角，およびそれらの対応ラベル番号を含む関係グラフを作成し，関係グラブの類似度の高い対応から順番に決定
する。さらに，関係グラフの構築と対応付けを繰り返す多段階の対応付けを実行する。石のテキスチャパターンを持
つ円筒形状物体の形状計測実験を行い，本手法の有効性を確認している。
以上のように，本論文は石像のような自然物の三次元形状を計測する手法に関して新規な方法を提案し，人文科学
研究に対して大きな貢献を与えたものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
